
振動振動

◆列車の走行に伴う振動

施設の供用・存在

◆建設機械の稼働に伴う振動

◆資材及び機械の運搬に用いる
車両の運行に伴う振動

工事の実施



予測地点
（建設機械の稼働） ：
（資材及び機械の

運搬に用いる車両の運行）：

日吉駅

全区間
地下区間

新横浜駅
羽沢駅

環状２号線

Ⅰ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅳ

Ⅴ

Ⅲ
Ⅱ

新綱島駅

Ⅰ ⅢⅡ

Ⅰ Ⅳ ⅤⅢⅡ

予測地点（振動（工事の実施））

県道２号

（綱島街道）



予測結果（建設機械の稼働に伴う振動）

※基準又は目標：「振動規制法に基づく特定建設作業振動の規制
基準」

（単位：デシベル）

予測地点 予測結果 基準又は目標

新横浜駅付近 43～72

75以下新綱島駅付近 43～72

日吉工事区域付近 59～75

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ



予測結果（資材及び機械の運搬に用いる
車両の運行に伴う振動）

※基準又は目標：「振動規制法に基づく道路交通振動に係る要請
限度」

（単位：デシベル）

予測地点
現
況
値

工事による
寄与分

予
測
値

基 準

又は
目 標

環状２号線① 47 0.37≒0 47 70
以下環状２号線② 53 0.46≒0 53

県道２号① 38 1.02≒1 39
65
以下

県道２号② 49 0.91≒1 50 70
以下県道２号③ 51 0.96≒1 52

Ⅲ

Ⅳ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅴ



環境保全のための措置の例
（振動（工事の実施））

・建設機械の配置・稼働の省力化

・資材及び機械の運搬に用いる車両及び
運行ルートの分散化



予測地点（地下区間）：
予測地点（地表区間）：

５１ ２ ３ ４ ６ ７

８ ９

日吉駅

全区間
地下区間

新横浜駅
羽沢駅

新綱島駅

予測地点（振動（施設の供用・存在））

７

１ ２

３
４

６

５ ９

８



予測位置断面図
１ ２地点： 新綱島駅

新横浜駅羽沢駅

地点２地点１

約10.0m

13.5～21.8m

鉄道振動予測地点

日
吉

方
面
行

羽
沢

方
面
行

計画路線

▼



日
吉

方
面
行

羽
沢

方
面
行

民地 道路

計画路線
約10.0m

東急東横線
日
吉

方
面
行

横
浜

方
面
行

23.5m

予測位置断面図
３地点： 新綱島駅

新横浜駅羽沢駅

▼ 鉄道振動予測地点

地点３



約7.0m約7.0m

27.0m

横
浜

方
面
行

日
吉

方
面
行

日
吉

方
面
行 羽

沢

方
面
行

東急東横線

計画路線

予測位置断面図
新綱島駅

新横浜駅羽沢駅

▼ 鉄道振動予測地点

地点４

４地点：

日
吉

方
面
行

羽
沢

方
面
行



約7.0m約7.0m

12.4m

日
吉

方
面
行

横
浜

方
面
行

日
吉

方
面
行

羽
沢

方
面
行

道路(側道)道路(側道)

計画路線計画路線

東急東横線

予測位置断面図
新綱島駅

新横浜駅羽沢駅

▼ 鉄道振動予測地点

地点５

５地点：



約11.0m

横
浜

方
面
行

日
吉

方
面
行

日
吉

方
面
行

羽
沢

方
面
行

計画路線

道路(側道)道路(側道)

約8.0m

6.4m

東急東横線

予測位置断面図
新綱島駅

新横浜駅羽沢駅

▼ 鉄道振動予測地点

地点６

６地点：



11.5m

羽
沢

方
面
行

日
吉

方
面
行

日
吉

方
面
行

横
浜

方
面
行

道路(側道)道路(側道)
計画路線

東急東横線

予測位置断面図
新綱島駅

新横浜駅羽沢駅

▼ 鉄道振動予測地点

地点７

７地点：



羽
沢

方
面
行

日
吉

方
面
行

日
吉

方
面
行

横
浜

方
面
行

引
上
げ
線

計画路線

9.5m

東急東横線 東急東横線

東急線

予測位置断面図
８地点： 新綱島駅

新横浜駅羽沢駅 地点８

▼ 鉄道振動予測地点



羽
沢

方
面
行

日
吉

方
面
行

横
浜

方
面
行

引
上
げ
線

東急
東横線

東急
東横線

東急
目黒線

計画路線計画路線

道路(綱島街道)

9.3m

14.5m

道路(側道)

予測位置断面図
９地点： 新綱島駅

新横浜駅羽沢駅 地点９

日
吉

方
面
行

鉄道振動予測地点▼



予測結果（列車の走行に伴う振動）

予測地点 予測結果 基準又は目標

三枚町 ４１

６５以下

菊名 ４１

大曽根 ４１

綱島東 ４３

箕輪町① ４９

箕輪町② ５３

箕輪町③ ５３

箕輪町④ ４６

日吉駅付近 ５０

１

２

４

５

６

７

３

９

８

（単位：デシベル）

※基準又は目標：「鉄道公害の防止対策について」（昭和49年

横浜市公害対策審議会建議）における保全目標値



環境保全のための措置の例
（振動（施設の供用・存在））

・ロングレールの採用

・レールの重量化

・防振まくらぎの採用

・レール、車両の適切な点検・整備


